
日本金属屋根協会並びに日本鋼構造協会では、『鋼板製屋根・外壁
の設計・施工・保全の手引き』を独立行政法人建築研究所の監修を受
けて本年 2月に発行いたしました。
本書は、鋼板製屋根・外壁に係るより具体的な構法の提供、長期間
にわたり鋼板製の屋根・外壁を使っていただくために不可欠な維持保
全、そして改修のノウハウを提供することを目的に作成しました。
これまでに出版した「鋼板製屋根構法標準 SSR2007」、「鋼板製外
壁構法標準 SSW2011」で目指した構造安全性の合理的な実現をより

■主　   催 （一社）日本金属屋根協会　（一社）日本鋼構造協会
■後　援（予定）  （一社）日本建築構造技術者協会 （一社）日本建築士事務所協会連合会
        （一社）日本鉄鋼連盟　ステンレス協会
■開催日・会場
　11 月  7 日（金）　東京・鉄鋼会館（定員：70 名）
　11 月 21 日（金）　大阪・大阪科学技術センター　（定員：70 名）
　※案内図等詳細は受講通知でお知らせします。
■プ ロ グ ラ ム

 ※受付けは、12：30 より行います。
■受 講 料  6000 円（テキスト・税込み）
　下記口座にお振込下さい。お振込み確認後、受講通知をお送りします。振込み料はご負担願います。
　三菱東京 UFJ 銀行 日本橋中央支店 普通預金 0161693　口座名 （一社）日本金属屋根協会
■お申込み・締切り
　裏面の申込用紙に所要事項をご記入の上、FAXでお申込み下さい。お申込みの締切りは 10 月 25 日です。
　ただし、両会場ともに定員になり次第締切らせていただきます。
■お 問 合 せ
　（一社）日本金属屋根協会　事務局　TEL：03-3639-8954
　〒 103-0012　東京都中央区日本橋堀留町 2-3-8　田源ビル

確実なものとするため、下地を含めた各部位の参考構法（ディテール）を多数紹介しています。施工につい
ては目指すものが確実に実現できるよう、ポイントをまとめたチェックリストを紹介しています。維持保全、
改修については、考え方、検討の流れなどを紹介するとともに、維持保全計画の策定、改修設計に関わる参
考情報を取りまとめました。併せて、設計等の参考にしていだける防耐火、断熱、結露対策、遮音・防音、
降雨・雪対策、鋼板の腐食現象とその対策などに関わる技術資料も掲載しています。
建築物の設計・監理、施工、保全等の実務に携わる方々、建築確認申請業務に携わる方々におかれまして
は是非受講下さいますようご案内申し上げます。
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『鋼板製屋根・外壁の設計・施工・保全の手引き』
説明会のご案内

一般社団法人 日本金属屋根協会
Japan Metal Roofing Association

一般社団法人 日 本 鋼 構 造 協 会
Japanese Society of Steel Construction

MSRW2014 の概要は以下をご覧下さい。
http://www.kinzoku-yane.or.jp/publication/pdf/msrw2014_outline.pdf

時　　間 内　　容 講　　師
13：00 ～ 14：20 本手引きのポイント 喜々津仁密　検討委員会編集 WG 主査　（独）建築研究所
14：30 ～ 16：50 鋼板製屋根・外壁の参考となる具体的構法 検討委員会・委員



ディテールにかかわる確認試験も実施しました

申込先 FAX： 03-3639-8932 参加申込用紙

MSRW2014 説明会 への参加を申込みます。

お送りいただいた個人情報は、本講習会の受付、運営に関する情報提供のために使用するとともに、
個人情報保護法に基づき適正に管理いたします。

折板軒出長さ耐力試験

鋼製下地への留め付け方法確認試験

唐草つかみ込み耐力試験

ねじの端あき強度試験

野地板直留め構法確認試験

飛来物耐衝撃性能試験

参加会場に○印をしてください。

東京 11 月 7 日（金）      大阪 11 月 21 日（金）

参加者名

 （本紙 1 枚につき 1 名のお申し込みとさせて頂きます。）

会社名・部署名

業 種（該当するものに○印をして下さい。）

　１．建設業　　２．設計事務所　　３．指定確認検査機関　　４．行政庁　　５．不動産業

　６．住宅メーカー・工務店　　７．製品メーカー　　８．その他（                 ）

住 所（〒   －    ）

連絡先
TEL FAX

メールアドレス


